
こんにちは、湖南市社協です！今回でVol.8となるこの通信では、住民の

方が中心となって行っている身近な支えあい や 地域の居場所 などの

をご紹介させていただきます！

▶地域の方の色鉛筆画や

手芸などの作品が展示さ
れているギャラリー。2～３
週間ごとに更新されます。

◎住民さん同士のつながりづくりの場になっている

◎住民さんの作品をお披露目できる場になっている

令和3年5月にオープンしたこのカフェは、サークル仲

間、ご近所の友だちなど、地域の方がどなたでも気軽に

集まれる場所です。普段のおしゃべりや待ち合わせに

使ったり、時にはいろいろな相談の窓口になったりして

います。

▶豆から挽いたこ

だわりのコーヒー
がおすすめ！
メニューが豊富な
うえ、お菓子付き
でなんと150円☆

▶菩提寺住民のスタッフさん

「とてもやりがいがあります！
懐かしいお話や初めて耳にする
お話など・・・お客さんとの会話が
とても楽しいです♪」

◎知り合いと一緒に来ることで、カフェの輪がひろがっていく♪

◎地域の自治会館を有効活用しておられます！

今年の10月からスタートしたばかりのカフェです。地域の自治会館を

活用できないかと、地域支えあい推進員さんたちの働きかけで居場所

ができました。同じ曜日に実施している健康づくり「歩こう会」の仲間か

ら始まり、知り合いが知り合いを連れてくることで、徐々に利用される

方が増えています。まだまだ地域に知られていないので、もっと知って

もらえるように広報していきたいとおっしゃっていました。

▲取材の日、初めて来られた
人も。「このような場所ができ
てよかった。今後も来ます♪」
と話されていました。

▼100円で飲
み物(お菓子
付)を提供。
だれでも気軽
に！

◀平日昼間に空いている地域の自治会館を何かに

使えないかと知恵をしぼり、カフェを始めました！

▼ボランティアさんによる居心

地良い手作りの飾付け♫



◎カフェのネーミングは公募にて決めたそうです！

◎地域の中心にあるので、立ち寄りやすい立地です♪

◀▶お客さんもスタッフも地域の方

なので、気楽におしゃべりできて、
とてもなごやかな雰囲気でした♪

10月にオープンしたこのカフェは、水戸学区まちづくり協議会の

部会員さんや地域の有志の方により運営されています。

お友達とご一緒でも、散歩の途中にお一人でも、気軽に行けるの

で、地域の方にとって「馴染みの居場所」になりつつあります。

三雲まちづくりセンターで、月に１回開かれているカフェ、「ふわり」は、 今年

の 10月からスタートしました。

「三雲で誰でも来れる居場所が作れたら…」という地域の方の声を、三雲学区

まちづくり協議会に所属している第２層支えあい推進員の後押しで形になり、

ボランティアスタッフが当番制で運営しています。

取材の日は、オープンから賑やか。お友達を誘ってのグループや、おひとりでのんびり

過ごされている方もいらっしゃいました。赤ちゃんを連れたお母さんが来た時は、

その場にいるみんなが「かわいいな～癒されるな～」と和やかな雰囲気に。

お客さんに話を伺うと、「月１回

じゃなく、毎日でもしてほしい！」

という声が多数あり、居場所とし

ての意義があると感じました。

◀この日は前回お客さんとして来られた

学生さんがボランティアスタッフとして
参加されていました！

▲コーヒー・紅茶（お菓子付き）100円！

◎それぞれの過ごし方ができる（してもいい）居場所。

◎ここに来ることが目的となっている＝フレイル予防にも！

▲コーヒーや紅茶
がお菓子付きで
150円！
ちなみにこれは
住民の方がDIYで
作った看板です！


